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平成25年 11月 11日 付け,25水総第102号で諮問のありました下記の事項につい

て,別紙のとおり答申します。
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3 水道加入金に関すること
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上下水道審議会笞申について

つくば市水道事業の経営の見直しを抜本的に行しヽ,経営健全化を図ること
を目的として,平成25年 11月 に市長から「経営健全化に関すること」「水道
料金に関すること」「水道加入金に関すること」の諮間を受けて,つくば市上
下水道審議会を計 9回にわたり開催しました。
水道事業の経営状況については,水道料金体系の見直し,料金改定及び改
定時期,水道加入金,福祉減免制度,基幹水道施設,TX沿線開発及び水道未
普及地区の整備状況,◆後の事業計画及び財政計画,固定資産の渚用,水需
要の動向等のテーマについて,上下水道審議会におしヽて慎重に調査し審議を
行いました。その結果として,水道事業が市民生活はもちろん,経済活動に
与える影響などを十分に者慮した上で,次のとおり

~番
議が集約されましたの

で笞申しヽたします。

1 経営健全化に関すること

近年の環境問題による節水意識の高まりや節水器具の普及,企業の設備
投資の縮小,東日本大震災の影響により大□需要者の地下水への依存度が
大きく,大□需要者による水需要が大幅に減少しており,経費の節減に努
めていますが,厳 ししヽ経営状況となつています。
水道事業は,生渚財需の基準であることと諸産業の基盤をなすものであ
り,均衡のとれた負担で,良質のサービスを提供できるように水道事業の
経営健全化を図ること。

(1)現在の経営状況について
近年における水需要の動向 *資料1をみると,TX沿 線開発地区の給水人□
は,一戸建て住宅や集合住宅等の増加に伴い,生活用水の小□需要者も年ノマ
増加していますが,業務用水の大□需要者である独立行政法人,地方公共団
体が水の循環利用や地下水等に依存度を高めてしヽる影響で使用水量が減少傾

向になることにより,有斗叉水量は横ばしヽ状況で推移してしヽます。
現在の水道料金の変遷 *資料2は,昭禾□58年 4月改定の旧筑南水道企業団の
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水道料金を継承しており,約30年以上も料金改定せずに水道事業を維持した
結果, 県肉フK適州令の比較 *資料3では一番安しヽ値段となつています。

しかし,事業経営の指標である給水原価 (費用)に対して,供給単価 (収
益)*資料4,5を比較すると,平成4年度から給水原価が約 3割程度高しヽ「逆
ざや」の状況であり,あ要経費を料金収入で賄うことができない赤字経営が
継続してしヽます。

水道事業の経営活動で発生する収益的収支 *資料6につしヽては,平成11年度
から赤字決算が継続してしヽる状況であり,平成15年度からは一般会計から補
助金を繰入れていますが,企業債の返済に係る費用の増加に伴つて,その財
源資金である現金預金が年ノマ減少し,大変厳しい財政状況であります。

(2)経営健全化に向けた取り組みについて
① 経費削減の推進につしヽて

水道経営の健全化を図るため,職員数の削減と適正人員,小規模施
設の統廃合,事業コストの縮減と抑制,外部委託の導入,未収金の回
呼又をヨ1続き継続すること。

② 資産の有効渚用について

水道事業が保有する資産の状況を調査検斗又した上で,費用対効果が
得られる物件につしヽては活用し,利活用が望めない物件は整理縮小す
ること。

③ 受水費値下げの要望につしヽて

県企業局に支払う受水費は,給水原価の費用本音成に占める割合が高
く,水道事業の経営に大きく影響を及ぼしてしヽるため,県南広域水道
受水団体や市単独で受水費の値下げ要望をSI続き行うこと。

④ 上水道未整備地区の効率的な整備につしヽて

平成25年度の水道普及率は,約83%で県平均普及率の約93%と比
べると低い状況にありますが,これは上水道の末整備地区 *資料7に多
くの簡易水道組合と個人の井戸利用者が多く点在することに起因しま

す。また,近年は地下水の水質悪化,取水不足及び簡易水道施設の老
朽化等が原因で水の安定供給と確保に支障が生じています。

これらを解消するため,主要幹線管の布設と面整備事業を計画的か
つ効率的に実施し,関係部局及び地区と調整を図りながら,上水道の
普及促進に努めること。
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2 水道料金に関すること

水道事業は,独立採算制によって経営すべきであるため,水道料金の収
入による供給単価に対して,嚇要な事業費用を見込んだ給水原価が適正で
あることが跡要であり,適正な水道料金を確保しなければ公共サービスの
提供はおろか,水道事業の存続自体が危うくなります。
現在の水道料金により,水道事業の経営を継続していくことは非常に困
難であるため,主要な財源である水道料金体系を見直して,できる限り公
平になるよう料金の適正を図ること。

(1)水道料金の改定率について
審議の結果,経営健全化を図るため次の項目を確認しました。
① 事業収支におしヽて欠損金 (赤字)を出さないこと。
② 事業運営の資金として内部留保資金を最低10億円確保すること。

③ 上水道未整備地区の幹線管路を10年間で整備すること。

④ 収益的収支ラ算の財源として一般会計から補助金を縮渤すること。

⑤ 資本的斗又支予算の財源として一般会計から出資金を繰入れること。

以上から,現在の財務状況や将来の財政シミュレーション*資料8を基に審
議した結果,料金算定期間を平成35年度までとした場合9料金全体の平均改
定率は約38%になるとの結論に至りました。

(2)水道料金の改定時期について
東日本大震災による社会情勢の変化により,電気・ガスの相次ぐ料金値上
げや消費税の増税も重なり,市民生活は大変厳ししヽ現況であるが,水道事業
の財政状況を考慮しながら適正な時期に水道料金の改定を行うこと。

(3)水道料金体系について
現在の水道料金体系は,基本料金と従量料金の割合を整理すると基本料金
の割合は約40%,従 量料金の割合は60%となつてしヽます。本体系は,給水
原価に占める資本費の割合が約35%で あるため,その部分を基本料金で賄
しヽ,残りのランニングコスト (浄水や配水,維持管理費)に係る部分の約65
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%を従量料金で賄つてしヽるため,使用負担の公平と料金体系の明確性を確保
する観点から,基本料金と従量料金からなる現在の□径別料金体系を維持す
ることが望まししヽといえます。

水道料金の改定ケース *資料9については,これからの標準料金と特殊料金
を次のように改定すべきである。

① 標準料金は,水道料金負担の公平性を確保するため,周辺事業体と比較
を行つた結果,基本水量は環行の20ボ/2ヶ月を維持し,使用料金の逓
増度は現行の1.8から2.1に変更する。

※標準世帯の改定率は約32%の値上げとなり, lヶ月に20ポ使用した
場合では,改定後の水道料金 *資料101よ,現行の2,500円 から3,300円
になります。

② 特殊料金は,生活専用の共同住宅や其用栓であり,使用料金は標準料金
の改定率に整合する。

「表1-水道料金 (案)参照」

(4)福祉減免制度について
福祉河免制度は,受益と負担の公平性を欠く状況となつてしヽることから廃
止も含めて検討すること。

(5)水道料金改定の周知について
水道料金を約30年ぶりに改定するにあたり,市民生活や企業活動に大きな
影響を与えることから,水道料金の仕組み,料金改定の感要性,財務状況及
び事業計画などにつしヽては,市報やホームページを利用し広報活動を積極的
に行しヽ,市民の理解を得られるよう説明責任を果たすこと。

(6)水道料金体系の調査・ 研究について
独立採算を基本として運営される水道事業におしヽては,施設整備のための
投資に要した資金は,最終的に水道使用者から水道料金として徴収されます。

水道料金の設定に当たり,そのノム`其性に鑑みて料金体系,原価の配賦方法
を検討し,安定した事業収益が確保できるよう定期的に水道料金体系の調査
・研究を行うこと。
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3 水道加入金に関すること

給水区域内の新規需用者の水道加入時に徴斗又している加入金は,給水の
形態によって徴収に差が生じており,使用者負担の観点からも改善を図る
こと。

(1)水道加入金の現状について
つくば市では,給水条例に基づいて,給水装置の新設叉は改造 (水道メー
タ増径)の申請者に対して,□径別の水道加入金を設定してしヽます。
しかし,水道加入金は,配水管ズ〕`ら分岐した給水管に水道メータを設置し
た場合と受水槽一次倶」に水道メータを設置した場合に水道加入金を徴収して

しヽますが,受水槽二次倶」の各戸水道メータからは水道加入金を徴収していな
い状況です。

(2)水道加入金の取り扱いについて
住居の形態によつて , 水道加入金の 法 *資料11に違しヽが生じる点につ

しヽては,次のように改定すべきである。
① 水道加入金体系は,現在の回径別料金を維持すること。
② 水道使用者の公平性の観点ズ〕`ら受水槽三友側の水道メータも対象に水道

加入金を徴収すること。

③ 水道加入促進を促進する対策として,一般家庭の水道加入金を軽減でき
るよう検討すべきである。

「表2-水道加入金 (案)参照」
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上 下 水 道 審 議 会 委 員 名 簿

1 10

構 成 氏  え 備 考所 属・役 職 等

1 会長
しらかわ  なおき
白)|1 醐 筑波大学システム′清報系准教授

2 副会長
あ
道
％
広蚊訥

筑波研究学園都市交流協議会
産業技術総合研究所 理事兼環境安全本部長

3 委員

つかもと  ようじ
塚本 洋二

つくば市議会議員
l者[市建設常任委員会委員)
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きようこかきはな

垣花 京 子 筑波学院大学経営情報学部客員教授
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ダ〕`わばた  きようこ
川端 京子 不党理士

任期:H25年11月
～ H26年 8月

さダ〕`い  としお
酒井 禾J夫

筑波研究学園者田市交流協議会会長
国土交通省国土技術政策総合研究所長

6 委員 うしおだ  すけダ〕`つ
潮田 資勝

筑波研究学園都市交流協議会会長
物質。材料研究機構理事長

任期:H26年 8月
～H27年11月

ちのね  つぐお
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任期:H25年11月
～H26年 5月

任期:H26年 5月
～ H27′正臣11月

7 委員 しヽとう たかし
伊藤 隆

茨城県企業局県南水道事務所長

8 委員
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本多 めぐみ 茨城県つくば保健所長

みかわ たかし

卓ヨ II
つくば市工業団地企業連絡協議会会長
住友林業(掬筑波研究所長

任期:H25年11月

～H26′ギ 5月

任期:H26年 5月
～H27年 6月

防
伸残林

つくば市工業団地企業連絡協議会会長
エーザイ輪 筑波研究所 グループ長 課長9 委員

しヽとう まさとし
イ秀東 正俊

つくば市工業団地企業連絡協議会会長
マルハニチロ(的中央研究所 扇1部長兼課長

任期:H27年 6月
～H27年11月

10 委員
き だ  ア)｀すお
木田 不日雄 つくば市区会連合会会長

任期 :H25ノギ 11月

～H26年 5月

さズ〕`もと よにメよる
坂本 義治

委員 おはら  まさひこ
小原 正彦

つくば市区会連合会副会長
任期 :H26年 5月
～H27年11月

ひろせ  しゆんいう
広瀬 俊 一

任期:H25年 11月

～H27′ギ 6月

任期 :H27年 6月

～H27年11月

12 委員 ほそだ  てつお
細田 哲男

つくば市商工会副会長

あおやぎ えしヽいろ
青柳 栄一

任期 :H25年 11月

～H26年 8月
13 委員 のじり  こうぞう

野尻 耕三

つくば市共同給水組合連絡協議会会長
任期:H26年 8月
～H27年11月

任期:H25年 11月
～ H26年 5月

たかす  せつこ
鷹巣 節子

14 委員 くりやま みつこ
栗山 光子

つくば市食生活改善推進員協議会会長
任期:H26年 5月
～H27年11月

15 委員
おおく |ぎ  さようこ
大久保 京子 主婦
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上 下 水 道 審 議 会 の 経 過

開 催 場 所 審 議 事 項 等

第1回

日時 :平成25年 11月 11日 (月 )
14:00～ 16:10

場所 :つくば市役所
6階 全員協議会室2

。会長,副会長の選出
・諮問
・水道事業の概要について
。経営状況及び経費節減の取組み

第2回

日時 :平成26年 1月 30日 (木 )
14:00～ 16:15

場所 :つくば市役所
6階 全員協議会室1

・料金体系の概要
・つくば市の料金体系について
。他事業体との比較
・全国的な動向について

第3回

日時 :平成 26年 5月 30日 (金 )
14:00～ 16:10

場所 :つくば市役所
6階 全員協議会室2

水
給
給
財

需要予測について
水人口の推計
水量の推計
政収支の見通し

第4回

日時 :平成26年 8月 5日 (火 )
15100-17:00

場所 :つくば市役所
6階 全員協議会室2

・建設改良計画及び財政収支見通し
・水道加入金の対象について
・福祉減免制度について

第5回

日時 :平成 26年 11月 13日 (木 )
14:00-16:10

場所 :つくば市役所
6階 第2委員会室

。現行料金体系の分析
・料金体系の見直し方針について
・料金体系案の検討
・料金の徴収方法について

第6回

日時 :平成 27年 2月 19日 (木 )
14:00-15:40

場所 :つくば市役所
6階 全員協議会室2

・料金体系案の検討

第7回

日時 :平成27年 6月 26日 (金 )
15:00-17:15

場所 :つくば市役所
5階 庁議室

・標準料金の精査
・特殊料金の設定について
。大口需要者アンケート調査結果
・県への料金値下げ要望の報告

第8回

日時 :平成 27年8月 18日 (火 )
15:00-17:00

場所 :つくば市役所
6階 第2委員会室

特殊料金の精査
答申書 (案 )の検討

第9回

日時 :平成27年 10月 15日 (本 )
15:00-16:30

場所 :つくば市役所
6階 全員協議会室2

・答申書 (案 )の検討

日時 :平成27年 11月 6日 (金 )
16:00-16:30

場所 :つくば市役所
5階 市長応接室

・答申書の提出
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区分 不重 月町
口 径

(mm)

基本料金 従量料金 (使用水量 1∬につき)

金額 (円 ) 第 1段階 第 2段階 第 3段階 第 4段階 第 5段階

標

準

料

金

水 道 料 金

13 2,800 (2,200)

20ば まで
21ず～40∬
150円

(110円 )

41∬～80ポ
190円

(130円 )

81rドー200rド

230円

(150円 )

201ず～ 1,ooOrド
260円

(170円 )

1,001謂～
310円
(200円 )

20 3,600 (2,800)

25 6,000 (4,600)

30 7,800 (6,000)

1だ～40ポ
150円
(110円 )

40 17,000 (13,000)

50 37,000 (28,000)

75 94,000 (72,000)

100 210,000 (160,000)

150 530,000 (400,000)

200 990,000 (760,000)

特

殊

料

金

臨 時 用 な し 使用水量1∬につき700円 (450円 )

生活専用集合住宅

13 2,800 (2,200)

使用水量1∬につき160円 (115円 )

20 3,600 (2,800)

25 6,000 (4,600)

30 7.800 (6,000)

40 17,000 (13,000)

50 37,000 (28,000)

75 94,000 (72,000)

共同住宅の共用栓

13 1,700 (1,200)

使用水量 1∬につき70円 (50円 )

20 2,500 (1,800)

25 4,900 (3,600)

30 7,800 (6,000)

40 17,000 (13,000)

福祉

料金

社会福祉世帯 減免額は契約日径の基本料金相当額 (日 径25以上は日径20の基本料金相当額)
福祉減免制度は廃上の方向で検討

社会福祉施設 減免額は日径13の基本料金に生活用の部屋数を乗じて得た額

表1-水道料金 (案 )

表2-水道加入金 (案 ) (税抜き)

太字改定案 ()改定前 使用期間2ヶ月当り (税抜き)

口径 力日入 金  太宇改定案,()改定前

13 30,000 (30,000)

20 *70,000 (80,000

25 140,000 (140,000)

30 *290,000 (295,000

40 430,000 律30,000

50 780,000 (780,000)

75 1,500,000 (1,500,000)

100 2,500,000 (2,500,000)

150 5,600,000 (5,600,000)

200 8,000,000 (8,000,000)

*口 径20は加入促進のため約10%軽減する。

*口 径30は5千円減額する。



水量(万げ) 水需要の動向
人口 (人 )
資料刊

2,500 200,000

180,000

160′ 000

140,000

120,000

190,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

日E(給水人口)

2,000

一 有収水量

1,500

1,000

一 人口需要者

(独立行政法人・

地方公共団体)

◆ 小口需要者

(生活用)

一 その他

(営業用)

0

H14   H15   H16   H17   H18   H19   H20   H21   H22   H23   H24   H25   H26

346

340

2,020

1,334

322

614

と,052

1,988 162′ 136

182′429

168,303
173,678   177,460

131,318

144,407

126,528
135,272   138,707



水道料金の変遷 資料2
平成14年平成10年平成7年昭和63年昭和62年昭和61年昭和S8年昭和47年昭和30年代

一

―
◆
―
―
―
―
―

螂帥
碧金A 料金Aに統一

I日荘XI寸

(簡易水道) つく|ず市 (3町1村合併)

筑波町東地区水道事業創設
旧筑波町

(簡易水道) 料金Ci つくば市 (筑波町編入合併 )

つくIよ市水道
事業創設

料金Aを継承 現在に至る

|つくば市(茎崎町編入合併)



資料3県内水道料金の比較 平成26年4月 現在

茨城県内平均 3′803円

※量水器の口径が20mmの一般家庭で,lヶ月に20ボ使用したときの水道料金 (税抜)です。

円

6′000

5,000

4,000

3′ 000

2,000

1,000

(税抜 )

0

茨
城
県
内
平
均

つ
く
ば
市

日
立
市

大
洗
町

水
戸
市

ひ
た
ち
な
か
市

東
海
村

古
河
市

高
萩
市

北
茨
城
市

小
美
玉
市
（小
川
日美
野
里
地
区
）

結
城
市

守
谷
市

美
浦
村

茨
城
県
南
水
道
企
業
国

神
栖
市

土
浦
市

那
珂
市

笠
間
市
（岩
間
地
区
）

笠
間
市
（友
部
地
区
）

大
子
町

鉾
田
市
（旭
区
域
）

鉾
田
市
（鉾
田
区
域
）

常
陸
太
田
市

常
総
市

湖
北
水
道
企
業
国

茨
城
町

城
里
町

筑
西
市

常
陸
大
宮
市

か
す
み
が
う
ら
市

下
妻
市

五
霞
町

行
方
市

阿
見
町

つ
く
ば
み
ら
い
市

鹿
嶋
市

鉾
田
市
（大
洋
区
域
）

坂
東
市
（岩
井
地
域
）

境
町
潮
来
市

笠
間
市
（笠
間
地
区
）

石
岡
市
（旧
八
郷
地
区
）

稲
敷
市

桜 河
川 内
市 町

坂
東
市
（猿
島
地
域
）

八
千
代
町

2,500



平成14年

道水を

料金収入

八  ガ
ー

※ 給水原価 :1浦当たり
供給単価:1ポ当たり

給水原価と供給単価の推移 資料4

円 (税抜 )

県受水費の値上げ
38円 /ポ→45円/∬

平成4年 平成11年
250

218.31

200

164.08
150

―…給水

原価
100

るために必要な費用

中一 供給

単価

50

0

Hl H3 H5 H7 H9 Hll 3 H15 H17 H19 H21 H23 25

給水原価が供給単価を上

(逆ざや)

つている

・
′ ―|=■ iイ II=こ 三ととオ
ィ

ロ



(税抜 )

250
給水原価と用途別の供給単価 資料5

216.09   214.81 給水原価 218.31円/ぶ

2 ０

０

０

０

０

５

０

５

190.56

（推
ゝ
■
）暉
糾
韓
ぶ

162.5 164.08

1

1

0

独
立
行
政
法
人
等

地
方
公
共
団
体
等

営
業
用

公
務
員
宿
舎

民
間
ア
メミ
I

ト

一
般
家
庭

公
的
住
宅

全
体
の
平
均

l , l ,

1                                        1      

‐

業務用            生活用

注1)平成25年度実績
注2)供給単価 :1ポあたりの水道水の料金収入
注3)給水原価 :1ボあたりの水道水を供給するために必要な経費

■ ■

‐

上 と フ .コ ′工 Dυ .υ ∋

■



＼
＼

＼

へ

一

だ＼

イ

平成4年 平成11年

/
少

/

企業債の返済に係る費用の増加

赤字決算が継続中

収益的収支と現金預金の推移 資料6
億円

80
平成15年

０

０

０

０

０

０

０

７

６

５

４

３

２

１

44.5

―
収益

41,1

“―費用

1aギ難

0

Htt  H3  H5  H7  H9 H 1 1 H生3 H生5 H生7 H 19 H 2 1 H 23 2 5



上水道の未整備地区 資料フ

普及率

つくば市 約 830/o

茨城県平均 約93%

組合営簡易水道 :約 95箇所

(H25現在 )

凡例

未普及地域

管路

町丁境界

，
‘
・Ｓ

「
一・，
，
〕

．
‐
一
１

１

＼

１
メ
・

，・
い
　

ヽ
‘



財政シミュレーション 資料 8
金額の単位 :(約 )億円

米半〔苫
改定
割合

38%

49%

34%

33%

46%

33%

330/D

440/c

供給
単価
(円 /パ )

226.3

244.4

219.8

218.1

239.4

218.1

218.1

236.2

「

般会計からの収益的収支への補助

年度別の金額内訳

H35

0

0

1

2

0

2

0

0

H34

0

0

1

2

0

2

0

0

H33

0

0

1

2

0

2

0

0

H32

0

0

1

2

0

2

0

0

H31

0

0

1

2

0

2

0.5

0

H30

0

0

1

2

0

2

2

0

H29

0

0

1

2

0

2

2

0

H28

0

0

1

2

0

2

2

0

H27

0

0

1

2

0

2

2

0

H26

4

4

4

4

4

4

4

4

有無

なし

なし

あり

あり

なし

あり

あり

なし

一般会計からの
工事負担金及び割合

幹線整備 面整備

(0/o) 金額 (0/c)

66

0

66

66

0

66

66

0

4

0

3

3

0

2

2

0

33

0

33

33

0

33

33

0

企業債の
発行割合

33%

33%

33%

事業内容
(総事業費)

・幹線管路を10年で整備
・集落内は,毎年約3億円の整備
(10年間の事業費約190億円)

H幹線管路を20年で整備
B集落内は,毎年約2.5億円の整備
(10年間の事業費約150億 円 )

8幹線管路を25年で整備
言集落内は,毎年約1.5億円の整備
(10年間の事業費約131億円)

種別

番号

①

②

①

②

③

①

②

③

案

A
案

B
案

C
案



水道料金の改定ケース

注1)基本料金 :使用水量の有無にかかわらず水道メーターの回径に応じて,お客様に負担いただく料金です。
注2)従量料金 :使用水量の増減に応じて,お客様に負担いただく料金です。

注3)値上げ割合 :現行の料金体系の従量料金を基本に,設定した逓増度を踏まえて値上げする割合です。
注4)逓増度=最高単価■最低単価
注5)改定割合 :現行の料金体系の口径20mmで ,40浦 /2ヶ月使用した場合の水道料金 (5,000円 )と比べた場合です。
注6)括弧書きによる料金単価は端数処理 (10円単位)を行つたものです。

資料9

2ヶ月当たりの水道料金 (税抜き)

改定割合
注め

380/0

32X

29%

25%

560/0

490/0

45%

41%

口径20で ,

40浦/2ヶ月使用

5,000 円

6,910円

0,610 円

6,430 円

6,270 円

7,790円

7,460 円

7,250 円

7,070 円

逓増度
注め

200円 /ぶ

296円 /浦

311円 /∬

(310円 /∬ )

320円 /謂

328円 /浦

251円 /浦

267円 /∬

276円 /浦

285円/爾

110円 /謂

163円 /パ

148円 /∬

(150円 /∬ )

139円 /市

131円 /謂

138円 /謂

127円 /ポ

120円 /爾

114円 /ぶ

1.8

1.8

2.1

2.3

2.5

1.8

2.1

2.3

2.5

値上げ割合注0

47.80/0

34.1%

26.0%

18.7%

25.0%

15.0%

8.70/0

3.2%

基本水量 (20ド/2ヶ月)

基本水量
(20∬ /2ヶ月)

基本水量
(10謂/2ヶ月 )

……律 30.5%

値上げ

ケース設定

現行の料金体系

ケース①

ケース②

ケース③

ケース④

ケース⑤

ケース⑥

ケース⑦

ケース③

改
定
ケ
|

ス



円 (税抜 ) 改定後の水道料金 資料10
5,000

4′ 500

4,000

3′500

3,000

2,500

2,000

1′ 500

1′000

500

0

3′ 500   3,400 L山
― ― H口 Bロ ロ ‐ と 苗 山

B

（参
考
）ひ
た
ち
な
か
市

（参
考
）水
戸
市

（参
考
）
日
立
市

河
内
町

稲
敷
市

阿
見
町

土
浦
市

県
南
水
道
企
業
国

（龍
ケ
崎
市
日牛
久
市
Ｂ

取
手
市
・利
根
町
）

美
浦
村

守
谷
市

（現
行
）

（改
正
案
）

県
南
広
域
地
区
平
均υ

【つくば市】
Ｅ
Ｅ
Ｊ

l

I

県南広域水道事業体
※量水器の日径が20mmの標準世帯で,lヶ月に20晒使用したときの水道料金 (税抜)です。

B

I

B

B

日

日

日
E

E

■ ■ !2,500■ :

日日

‐ :



水道加入金の徴収方法

高架水槽

加入金

資料11

【現在】

【改正後】

各戸の

水道メーター

(受水槽二次側 )

粂,l規程の

△ (改正手続

“

)

憂水槽二次

`,lの

受水 ,管二次伊lの

各戸模針

0

受水種二次側の
公設メーター設置

算出方法

メーターロ怪

メーター ロ径

メ‐ ―口径

メ‐ ―口径

メ‐ ―口怪

メーターロ径

加入金数収事業体名

つくは市

水戸市

上消市

療城県南水道企棠回

さいたま市

横浜市

県内

県外

受水檜

加入金が必要

給
水
管

各戸の

水道メーター

(受水槽二次側 )

Eヨ :加入金徴収

Eコ :加入金未徴収

高架水槽

匡コ :加入金徴収

Eコ :加入金未徴収

配水管

道路

配水管

型
受水槽

メーターメーター


